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習がそうであったように、
銘
考えたのは、「走路派」の立泌
憲葱」の絶対化
遺における
悼の翌や劇
薬の
議
自
主

LIE
－，
f

内の深刻な路線闘争は今後も継
とそ、
中国の当面の社会的・図
書と抵抗の総体
議ζそぎ一
した記事など号それ以後掲載し
叫

昨一
弘山医
ず劃シ
絞するであろうが、
いずれも不
審
議に合致しているがゆえ

宇るだけのカがあるのだろう
ていないとととともに、
憲二

引い
パげ
，－1lh
w
透明なあいまいさのうちに
震
に、
彼らはたとえ激しく
脅に
か．

本質
量るカギの一つではな
こ

仙一

ill
－

τ9のではないかと述ぺた。
さらされさっとも、
隠は彼らに
それにしても、
周
築の
震
ろうか。
今回の一涼の
惑のな一

時一
中国の
蓄の勤きは、つねに
そのような矢先の
主演派」
利するし、
警
忠
良
管支
がおわるとすぐ
言
葉」
脅
かには、
圧倒的劣
勢
京
章
一

臨一
都議かつ
語的であるだけに、
習であっただけに、
二、一一一の
持議をもっているのではない
がわきあがった謎
装辺にある
判のなかに、
一方では
震
義一

月
日
その将来を予測することは難か
編集者は
雲、
私に電話をかり
かとみなした
がりにほかならな
のか。
たとえば、
邦総で出てい
判、
他方では江宵批判の
露関
…

…
しい
語、
論理的に考えれば
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があったと伝えられたが、
ζの一

号
待
長
野訪問

題
恩
霊
能一
塑一＠一
影
や－4
7
7y
刊誌
開時砕い片山一

一
としては、
そのよう
議往来
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叩
探索する融務があるのかもしれ
てきて郡小平失腕、
中国の大混
い。
ととにζそ逆に、
文革派の
る「人民中国」の四月長は、
周
は笑は周鳳来批判の彰があるの
F

V
ない。

乱という見方を告げ、
憶に私の
危機意織が惇夜するのである。
殿
来追憶号のはずなのに表紙に
であり、
同時に、
その
ような勤～

～
私は、周鳳来の死の
出国後に多
見方が甘かったのではな
いかと
果たして、
その後の情努を見
は毛沢東の新しい詞の方薪大見
判の糸そ銭っている
江市宵女史へ
占

で＼の場所で
警
柔められたと
いったような口ぶりであった。
ていると、
「
重派」
費
量
出しで刷りこんでいる。
ζの辺
の批判も他方では
差するので
一

τ、
毛以後への時間が切迫して
いずれも親しい
襲
警ったの
きは大学やマス・メディアなど
の
置は、
震
季
語して会
ある。

一

円
いる中国においては、
語、
政
で、
私としてもいささかつら
の特定
皇
室外にはなかなか
国各地
在
警られた花
察一
「
蚕派」
脅の核心はとの
…

て回の
建
議けようとする
安
かったが、
まだ郵小平の失
望
妻
子、
郵小平らの失
望ま
月一九回
議して天安門前広揚
あたりにあるような気がする。
一

世
カが働くのではないかとみなし
諮るのは早計だとn扱抗“
した
だ伝えられていない。
今日の又
から鍛去されたζと、
「人民日

なかじま
みねお一

店
内
情
凶
ド
同ある。
払がその
を
革派に
『
棄」と
包「

5」ほかの会
義
援
章
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